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第３－４－７図 雇用者比率の設定方法（イメージ） 

年齢

雇用者比率

Ｘ年生まれ

（Ｘ＋５）年生まれ

６５６０５５

○ コーホート別に年齢別の雇用者比率をみると、同じ年齢でも若い

世代ほど雇用者比率が高くなっており、また、各コーホートの年齢別

雇用者比率は、総じて、単調減少になっている。（女性は、Ｍ字カー

ブがみられるが、近年、その傾向がかなり小さくなっている。）

○ この傾向を利用して、（Ｘ＋５）年生まれの者の６５歳時の雇用者

比率は、Ｘ年生まれの者の６０歳から６５歳への雇用者比率の減少

の幅が（Ｘ＋５）年生まれの者でも同じであると仮定して計算すること

とする。

※ 実際の計算は、各年齢のデータを5年平均値を用いて計算。
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  このような方法によるコーホート別の雇用者比率を示したものが第３－

４－８図であり、これに基づく男女別の雇用者比率は第３－４－９図のとお

りとなっている。男女ともに足下で 86％程度であった雇用者比率が、90～

92％程度の水準で頭打ち傾向になるものと見込まれている。 

 

第３－４－８図 コーホート別にみた雇用者比率 
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